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は
じ
め
に

　

筆
者
は
、『
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告
』
第
九
号
、
第
十
一
号
、
第
十
二
号
に
お
い
て
、

当
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
・
パ
テ
社
製
SP
レ
コ
ー
ド
の
長
唄
録
音
の
う

ち
、
岡
安
南
甫
（
一
八
七
四
～
一
九
一
五
）
が
う
た
っ
た
『
吉
原
雀
』、
杵
屋
千
代
・
杵

屋
栄
子
に
よ
る
『
新
浦
島
』、
六
世
芳
村
伊
十
郎
（
一
八
五
八
～
一
九
三
五
）
が
う
た
っ

た
『
綱
館
』
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
十
三
世
杵
屋
喜
三
郎
（
一
九
〇
〇
～
八
一
）
が
う
た
っ
た
長
唄
『
寒
行

雪
ノ
姿
見（

1
（

』（
通
称
『
ま
か
し
ょ
』）
と
『
筑
摩
川
』
を
取
り
上
げ
る
。
文
中
の
漢
字
表

記
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
二
曲
の
歌
詞
は
長
唄
正
本
を
典
拠

と
し
た
が（

（
（

、
見
や
す
さ
を
勘
案
し
て
一
部
表
記
を
改
め
た
。

一　

録
音
の
背
景
と
演
奏
者

　

こ
れ
ら
の
レ
コ
ー
ド
の
収
録
は
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
十
月
頃
に
行
わ
れ

た
と
推
測
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

レ
コ
ー
ド
の
レ
ー
ベ
ル
は
、『
寒
行
雪
ノ
姿
見
』
に
は
「
午
屋
喜
三
郎（

（
（

」「
杵
屋
六
左

衛
門
」、『
筑
摩
川
』
に
は
「
杵
屋
喜
三
郎
」「
杵
屋
六
左
衛
門
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
十
三
世
杵
屋
六
左
衛
門
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
〇
）
と
十
三
世
杵
屋
喜
三
郎

の
演
奏
で
あ
る
こ
と
は
事
前
に
予
想
で
き
た
。
実
際
に
聴
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
唄
は
変

声
期
前
の
子
供
の
声
で
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
幼
少
期
の
喜
三
郎
の
唄
を
録
音
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
邦
楽
全
般
に
お
い
て
、
子
供
の
演
奏
が
録
音
対
象
に
な
る
こ
と
自
体
め
ず
ら

し
い
上
、
六
左
衛
門
と
喜
三
郎
に
よ
る
一
挺
一
枚（

5
（

の
父
子
共
演
と
い
う
点
か
ら
も
、
杵

屋
六
左
衛
門
家
の
伝
承
経
路
を
知
る
上
で
の
重
要
な
資
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

三
味
線
を
勤
め
た
十
三
世
杵
屋
六
左
衛
門
は
、
長
唄
の
一
大
流
派
で
あ
る
杵
屋
六
左

衛
門
家
の
家
元
で
、
パ
テ
ー
の
長
唄
録
音
『
新
浦
島
』、『
寒
行
雪
ノ
姿
見
』、『
筑
摩
川
』、

『
越
後
獅
子
』、『
吉
原
雀
』、『
松
の
み
ど
り
』、『
綱
館
』
の
七
曲
の
う
ち
六
曲
の
タ
テ
三

味
線
を
勤
め
た
、
こ
の
録
音
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
弟
で
三
味
線
方
の
五
世
杵

屋
勘
五
郎
（
一
八
七
五
～
一
九
一
七
）
や
、
唄
方
の
六
世
芳
村
伊
十
郎
ら
と
と
も
に
多

く
の
レ
コ
ー
ド
吹
込
み
を
行
い
、
当
時
の
長
唄
界
を
け
ん
引
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

　

唄
を
勤
め
た
十
三
世
杵
屋
喜
三
郎
は
、
十
三
世
杵
屋
六
左
衛
門
と
、
パ
テ
ー
録
音
で

『
新
浦
島
』
の
唄
を
勤
め
た
杵
屋
千
代
の
子
で
あ
る
。
幼
少
期
に
は
、
叔
父
の
五
世
勘
五

郎
と
岡
安
南
甫
に
師
事
し
て
い
た
と
い
う（

（
（

。
パ
テ
ー
録
音
が
お
こ
な
わ
れ
る
半
年
前
の
明

治
四
十
四
年
四
月
に
、
数
え
十
二
歳
で
十
三
世
杵
屋
喜
三
郎
を
襲
名
し
た
後
、
大
正
五

〔
資
料
紹
介
〕

東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵　
フ
ラ
ン
ス
・
パ
テ
社
製
SP
レ
コ
ー
ド　

　

―　
長
唄
『
寒
行
雪
ノ
姿
見
』『
筑
摩
川
』
を
中
心
に　
―

星　
　

野　
　

厚　
　

子
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（
一
九
一
六
）
年
、
十
七
歳
で
十
四
世
杵
屋
六
左
衛
門
を
襲
名
し
家
元
と
な
っ
た
。
昭
和

二
（
一
九
二
七
）
年
よ
り
四
世
吉
住
小
三
郎
（
一
八
七
六
～
一
九
八
三
）
に
師
事
。
昭

和
十
二
年
か
ら
東
京
音
楽
学
校
教
務
嘱
託
、
そ
の
後
、
同
校
の
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、

昭
和
十
九
年
か
ら
昭
和
二
十
四
年
ま
で
、
四
世
小
三
郎
の
後
任
と
し
て
教
授
を
勤
め
た
。

昭
和
四
十
九
年
、
重
要
無
形
文
化
財
「
長
唄
（
唄
）」
各
個
認
定
保
持
者
（
人
間
国
宝
）

と
な
り
、
長
年
に
わ
た
り
長
唄
の
発
展
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る（

（
（

。

　

次
項
よ
り
、
喜
三
郎
と
六
左
衛
門
の
演
奏
録
音
を
、
同
時
代
の
演
奏
会
評
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
分
析
し
、
紹
介
す
る
。
本
レ
コ
ー
ド
は
二
〇
一
四
年
八
月
に
デ
ジ
タ
ル

化
が
完
了
し
て
お
り
、
当
研
究
所
に
て
試
聴
可
能
で
あ
る（

（
（

。
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
際
の
レ

コ
ー
ド
回
転
速
度
は
、
パ
テ
社
の
指
定
に
従
い
、
一
分
間
九
十
回
転
で
行
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る（

9
（

。

二　
『
寒
行
雪
ノ
姿
見
』

（
一
）
録
音
箇
所
（
太
字
部
分
）

三
下
り
〽
ま
か
し
よ　

ま
か
し
よ　

ま
い
て
く
り
よ　

ま
つ
か
諸
方
の
門
々
に　

無
用
の

札
も
何
の
そ
の　

構
馴
染
み
の
御
祈
祷
坊
主　

昔
気
質
は
天
満
宮　

今
の
浮
世
は
色
で

持
つ　

野
暮
な
地
口
絵
げ
ば
こ
か
ら　

引
出
し
て
く
る
酒
の
酔　

〽
妙
見
さ
ん
の
七
つ

梅　

不
動
の
お
手
に
剣
菱
の　

ぴ
ん
と
白
菊
花
筏　

差
す
と
聞
い
た
ら　

思
ふ
相
手
に

あ
ほ
つ
き
り　

あ
を
る
手
元
も
足
元
も　

雪
を
凌
い
で
来
た
り
け
る　

〽
君
を
思
へ
ば

筑
紫
迄　

翅
な
け
れ
ど
飛
梅
の　

粋
が
身
を
食
ふ
こ
の
姿　

〽
ち
よ
い
と
お
門
に
た
ゝ

ず
み
て　

と
こ
ま
か
し
て
よ
い
と
こ
な
り　

ち
よ
つ
と
ち
よ
ぼ
く
る
口
車　

春
の
詠
は

ナ
　
上
野
飛
鳥
の
花
も
よ
し
原
　
花
の
中
か
ら
　
花
の
道
中
柳
腰
　
秋
は
俄
に
ナ
　
心

も
う
か
う
か
　
浮
か
れ
烏
の
　
九
郎
助
稲
荷
の
角
の
長
屋
の
　
年
増
が
目
に
付
き
　
ず

つ
と
上
つ
て
　
門
の
戸
ぴ
つ
し
や
り
　
〽
締
り
や
す
せ
へ
　
〽
あ
れ
あ
の
声
を
今
の
身

に
　
思
ひ
浅
黄
の
手
拭
に
　
紅
の
付
い
た
が
腹
が
立
つ
　
そ
こ
を
流
し
の
神
お
ろ
し　

〽
奇
妙
頂
礼
敬
つ
て
白
す　

夫
日
本
の
神
々
は　

伊
勢
に
内
外
の
二
柱　

夫
婦
妹
背
の

盃
も　

済
ん
で
初
会
の
床
浦
明
神　

哀
愍
納
受
一
誦
礼
拝　

屏
風
の
外
に
新
造
が　

祭

も
知
ら
ず
ね
の
権
現　

櫺
子
の
隙
間
洩
る
風
は　

遣
手
に
忍
ぶ
明
部
屋
の　

小
隅
に
誰

を
松
の
尾
明
神　

地
色
は
坂
本
山
王
の　

廿
一
二
が
客
取
り
盛
り　

間
夫
は
人
目
を
関

明
神　

奇
妙
頂
礼
懴
悔
懴
悔　

六
根
大
せ
う　

拗
ね
て
口
説
を
四
国
に
は　

中
も
丸
亀

名
も
高
き
象
頭
山　

今
度
来
る
な
ら
裏
茶
屋
で　

哀
愍
納
受
と
祈
り
け
る　

〽
其
御
祈

祷
に
乗
せ
ら
れ
て
　
で
れ
ゝ
ん

く
口
法
螺
を
　
吹
く
風
寒
き
夕
暮
に
　
酒
あ
る
方
を　

酒
あ
る
方
を
尋
ね
行
く

（
二
）
作
品
概
説

　

文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
九
月
、
中
村
座
で
三
世
坂
東
三
津
五
郎
が
演
じ
た
七
変
化

所
作
事
『
月
雪
花
名
残
文
台
』
の
第
五
曲
目
で
、
作
曲
は
こ
の
時
に
タ
テ
三
味
線
を
勤

め
た
二
世
杵
屋
佐
吉
。
長
唄
正
本
内
題
下
に
「
杵
屋
佐
吉
述
」
と
あ
る
の
で
、
作
詞
も

二
世
杵
屋
佐
吉
と
考
え
ら
れ
る
。

　

願
人
坊
主
が
主
人
公
で
、
廓
が
舞
台
の
こ
の
作
品
は
、
現
在
の
演
奏
会
で
子
供
が

う
た
う
こ
と
は
滅
多
に
な
い
。
し
か
し
、
明
治
三
十
九
年
の
東
京
朝
日
新
聞
の
演
奏
会

評（
（（
（

に
よ
る
と
「
小
供
の
お
稽
古
の
外
、
滅
多
に
聴
ぬ
例
の
ま
か
し
よ
」
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
大
正
五
年
三
月
発
行
『
演
芸
画
報
』
の
『
ま
か
し
ょ
』
の
芸
談
聞
き
書

き
に
よ
る
と
、「
総
体
に
極
く
軽
く
唄
ふ
事
が
大
切
な
心
得
で
す
。（
中
略
）
小
さ
な
子

供
か
、
さ
も
な
く
ば
ぐ
つ
と
節
の
巧
い
人
の
出
し
物
で
せ
う
」
と
あ
り（

（（
（

、
当
時
は
子
供

が
う
た
う
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
三
）
録
音
の
概
要

【
製
品
番
号
：
三
四
六
四
二　

整
理
番
号
：
一
七
─
二
二
〇
Ａ
】

　

録
音
時
間
は
二
分
五
十
五
秒
。
三
味
線
の
一
の
糸
の
音
は
〔
Ｅ
〕
で
、調
子
は
〔
八
本
〕

に
な
る
。
盤
面
に
は
、
直
径
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
粘
着
質
の
も
の
を
剥
が
し
た
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よ
う
な
痕（

（（
（

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
（【
写
真
】）、

再
生
時
に
は
針
が
そ
の
部
分
を
通
過
す
る
た

び
に
「
ザ
、
ザ
、」
と
い
う
音
が
、
約
一
分
間

伴
う
も
の
の
、
演
奏
自
体
は
聴
き
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

録
音
は
、「
チ
ョ
ボ
ク
レ
」
と
い
わ
れ
る
部

分
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
部
分
の
喜
三
郎
の
唄

に
は
、
音
の
高
低
に
特
徴
が
み
ら
れ
、
〽
春

の
詠
は
」
の
「
は
る
」、〽
秋
は
俄
に
」
の
「
あ

き
」、「
に
わ
か
」
の
よ
う
に
、
傍
線
部
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
高
低
は
、
す
ぐ
あ
と

か
ら
出
る
三
味
線
の
進
行
（
上
行
進
行
）
を
先
取
り
し
、
結
果
と
し
て
三
味
線
の
進
行

に
沿
う
形
の
う
た
い
方
に
な
っ
て
い
る
（【
譜
例
１
】【
譜
例
２
】）。
一
般
に
知
ら
れ
て

い
る
四
世
吉
住
小
三
郎
と
三
世
稀
音
家
六
四
郎
の
伝
承
を
譜
に
著
し
た
研
精
会
譜（

（（
（

で
は
、

「
は
る
」（
Ｅ
→
Ｄ
）、「
あ
き
」（
Ｅ
→
Ｄ
）、「
に
わ
か
」（
Ｅ
→
Ｃ
→
Ｆ
）
で
あ
り
、
語

頭
が
高
い
扱
い
で
、
喜
三
郎
の
唄
と
は
逆
で
あ
る
。
三
味
線
の
進
行
に
沿
う
形
の
う
た

い
方
は
、
喜
三
郎
が
師
事
し
た
岡
安
南
甫
の
唄
に
も
見
ら
れ
る
傾
向
で（

（（
（

、
喜
三
郎
は
南

甫
の
う
た
い
方
の
特
徴
を
受
け
継
い
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
〽
あ
れ
あ
の
声
を
」
か
ら

は
唄
の
み
の
部
分
で（

（（
（

（【
譜
例
３
】）、
唄
方
の
個
性
が
あ
ら
わ
れ
る
部
分
で
も
あ
る
。
喜

三
郎
の
唄
は
、柔
ら
か
み
に
は
欠
け
る
が
、音
の
正
確
さ
と
、産
み
字
を
揺
る
が
ず
に
ま
っ

す
ぐ
伸
ば
す
と
こ
ろ
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。
〽
そ
こ
を
流
し
の
神
お
ろ
し
」の
あ
と
、「
イ

ヤ
」
と
掛
け
声
を
か
け
て
〽
そ
の
御
祈
祷
に
」
に
飛
ぶ
（【
譜
例
４
】）。
違
和
感
な
く
移

行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
予
定
し
て
い
た
抜
き
差
し
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〽
其
御
祈
祷
に
乗
せ
ら
れ
て
」
の
あ
と
、
現
行
の
演
奏
で
は
、「
て
れ
れ
ん
」
と
濁
ら
ず

う
た
う
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
録
音
で
は
長
唄
正
本
の
通
り
に
「
で
れ
れ
ん
」
と
濁
っ

て
い
る
よ
う
に
聴
こ
え
る
。
〽
酒
あ
る
方
を
」
以
降
は
、
急
に
速
め
て
演
奏
し
て
い
る

の
で
、
録
音
の
時
限
が
迫
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ガ
行
の
発
音
で
鼻
濁
音
を
使
う
語
（「
や
な
ぎ
ご
し
」「
う
か
れ
が
ら
す
」「
な
が
や
」

「
年
増
が
」「
あ
が
っ
て
」「
あ
さ
ぎ
」「
紅
の
つ
い
た
が
」「
腹
が
」「
な
が
し
」「
ゆ
う
ぐ

れ
」）
で
は
、
喜
三
郎
は
ご
く
自
然
な
鼻
濁
音
を
既
に
身
に
つ
け
、
発
音
し
て
い
る
こ
と

が
聴
き
取
れ
る
。
ま
た
、
間
の
取
り
方
が
非
常
に
正
確
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
五

つ
ぐ
ら
い
の
と
き
か
ら
三
味
線
を
持
っ
た
り
」
し
て
い
た（

（（
（

こ
と
と
、
五
世
勘
五
郎
に
師

事
し
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

六
左
衛
門
の
三
味
線
は
、
三
味
線
の
調
子
が
高
い
こ
と
に
も
起
因
す
る
の
か
、
本
来

響
く
は
ず
の
一
の
糸
の
開
放
弦
に
共
鳴
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
曲

の
持
ち
味
で
あ
る
軽
妙
さ
が
撥
づ
か
い
に
あ
ら
わ
れ
、
と
く
に
「
チ
ョ
ボ
ク
レ
」
の
定

型
の
旋
律
に
、
ご
く
わ
ず
か
に
即
興
的
な
強
弱
を
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
（【
譜
例
１
】
の

第
３
小
節
、
第
７
小
節
）
な
ど
、
興
に
乗
っ
て
演
奏
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

同
じ
パ
テ
ー
録
音
の
『
吉
原
雀
』
な
ど
で
も
聴
き
取
れ
る
と
お
り
、掛
け
声
を
、頻
繁
に
、

か
つ
大
き
な
声
で
か
け
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
喜
三
郎
の
唄
で
、
間
に
関
し
て

不
安
定
な
部
分
は
見
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
喜
三
郎
の
唄
の
出
を
支
え
る
た
め
の
掛
け

声
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
六
左
衛
門
の
掛
け
声
は
、
タ
テ
三
味
線

の
演
出
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

三　
『
筑
摩
川
』

（
一
）
録
音
箇
所
（
太
字
部
分
）

本
調
子
〽
夫
木
曽
山
の
南
面
に
　
落
合
ふ
水
の
筑
摩
川
　
頃
し
も
秋
の
習
ひ
に
て
　
続
く

霖
雨
も
や
ゝ
晴
れ
て
　
雨
後
の
川
水
い
や
増
さ
り
　
〽
矢
よ
り
も
早
き
急
流
は
　
目
覚

ま
し
く
も
亦
恐
ろ
し
き
　
〽
扨
も
我
慢
の
大
領
が
　
臣
下
の
諫
め
小
賢
し
と　

水
馬
の

試
し
魁
の　

名
馬
に
鞭
を
当
て
給
ふ　

〽
様
子
得
た
り
と
又
助
が　

忍
ぶ
芦
原
押
分
け

て　

立
出
る
影
も
煌
き
し　

刃
の
光
鋭
く
も　

〽
ざ
ん
ぶ
と
川
へ
入
る
間
も
無
く　

【写真】
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〽
君
の
勇
気
に
劣
ら
じ
と　

警
護
の
臣
が
馬
面
を
揃
へ　

乗
入
る
大
河　

遠
浅
を　

上

手
の
方
へ
半
町
余
り　

登
る
と
す
れ
ば
水
勢
の　

力
に
押
さ
れ
て
一
同
に　

戻
り
て
は

又
大
石
の　

助
け
に
よ
り
て
踏
止
り　

〽
渡
る
人
馬
も
戦
場
の　

修
羅
の
巷
に
異
な
ら

ず　

ゆ
ゆ
し
か
り
け
る　

勇
ま
し
か
り
け
る
次
第
な
り

（
二
）
作
品
概
説

　

一
八
七
九（
明
治
十
二
）年
十
月
、新
富
座
で
初
演
さ
れ
た『
鏡
山
錦
栬
葉
』（
通
称『
加

賀
騒
動
』。
全
九
幕
）
の
中
で
、多
賀
家
の
乗
っ
取
り
を
企
て
る
大
月
蔵
人
に
諮
ら
れ
て
、

多
賀
大
領
が
筑
摩
川
を
馬
で
乗
り
切
る
第
六
幕
目
「
筑
摩
川
乗
切
の
場
」
に
演
じ
ら
れ

た
長
唄
。
長
唄
正
本
内
題
は
「
筑
摩
川
乗
切
」。
大
薩
摩
の
代
表
曲
と
さ
れ
る
。
台
本
に

歌
詞
が
載
っ
て
い
る
の
で
、
作
詞
は
、
こ
の
演
目
の
作
者
で
あ
る
二
世
河
竹
新
七
（
の

ち
の
河
竹
黙
阿
彌
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
長
唄
正
本
内
題
下
に
「
杵
屋
林
鷲
述
」
と
あ

る
た
め
、「
林
鷲
」の
別
号
を
持
つ
三
世
杵
屋
正
治
郎
の
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、作
曲
は
、

三
世
杵
屋
正
治
郎
と
さ
れ
る
が
、正
治
郎
の
ワ
キ
を
勤
め
て
い
た
二
世
杵
屋
六
四
郎
（
の

ち
の
六
世
杵
屋
弥
十
郎
）
が
作
曲
し
た
と
い
う
説
も
あ
る（

（（
（

。

（
三
）
録
音
の
概
要

【
製
品
番
号
：
三
四
六
四
二　

整
理
番
号
：
一
七
─
二
二
〇
Ｂ
】

　

録
音
時
間
は
三
分
二
秒
。
三
味
線
の
一
の
糸
の
音
は
〔
Ｆ
〕
を
少
し
滅
ら
し
た
音（

（（
（

で
、

調
子
と
し
て
は
〔
九
本
メ
リ
〕
に
な
る
。
再
生
時
の
回
転
数
は
、
前
述
の
パ
テ
社
の
指

定
に
従
っ
て
い
る
が
、
三
味
線
の
調
子
が
〔
九
本
〕
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
な
く
、
ま
た
、

こ
の
音
の
高
さ
と
聴
こ
え
て
く
る
速
度
が
少
し
速
く
感
じ
る
の
は
、
録
音
時
の
回
転
速

度
の
設
定
に
起
因
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

録
音
は
、
急
流
の
筑
摩
川
が
、
雨
後
に
さ
ら
に
水
嵩
が
増
し
て
い
る
様
子
を
大
薩
摩

の
旋
律
で
表
現
す
る
、
場
面
描
写
に
あ
た
る
部
分
。
六
左
衛
門
は
、
こ
の
八
年
前
の
明

治
三
十
六
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
グ
ラ
モ
フ
ォ
ン
社
の
録
音
（
ガ
イ
ズ
バ
ー
グ
録
音
）
で
、

六
世
伊
十
郎
と
『
筑
摩
川
』
を
録
音
し
て
い
る
。
六
世
伊
十
郎
は
パ
テ
ー
録
音
の
主
要

メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、こ
の
時
は
父
子
共
演
の
『
筑
摩
川
』
を
録
音
す
る
意
図
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

冒
頭
の
大
薩
摩
の
旋
律
型
「
三
重
返
シ
」
は
、弾
き
手
の
個
性
が
よ
く
表
れ
る
部
分
で
、

六
左
衛
門
の
場
合
、
や
や
高
め
に
か
け
る
掛
け
声
や
、
切
れ
味
の
鋭
い
強
め
の
撥
音
で
、

さ
ら
に
緊
張
感
を
高
め
て
い
る
（【
譜
例
５
】）。
〽
落
合
ふ
水
の
筑
摩
川
」
は
少
し
長
め

の
「
押
重
」（【
譜
例
６
】）、
〽
続
く
」
は
「
飛
ビ
タ
タ
キ
」、
〽
雨
後
」
の
三
味
線
は
、

三
の
糸
だ
け
で
な
く
、
隣
り
合
っ
た
二
の
糸
と
合
わ
せ
て
和
音
で
弾
き
（【
譜
例
７
】）、

重
厚
感
を
出
し
て
い
る（

（（
（

。
〽
川
水
」
の
あ
と
は
「
ソ
ト
オ
サ
エ（

（（
（

」、
〽
い
や
増
さ
り
」
の

あ
と
に
は
合
方
が
入
る
が
、
録
音
で
は
〽
い
や
増
さ
り
」
で
、
本
来
あ
る
合
方
を
抜
き
、

〽
矢
よ
り
も
」
に
移
行
す
る
（【
譜
例
８
】）。
〽
恐
ろ
し
き
」
で
再
び
「
押
重
」
と
な
る

が
、
少
し
前
の
〽
筑
摩
川
」
と
は
少
し
異
な
る
旋
律
を
弾
い
て
い
る
（【
譜
例
９
】）。
こ

こ
ま
で
が
場
面
描
写
に
当
た
る
部
分
で
、こ
の
あ
と
は
大
薩
摩
の
「
序
」
に
似
た
手
（【
譜

例
10
】）
で
唄
に
か
か
り
、
少
し
う
た
っ
た
と
こ
ろ
で
録
音
は
終
了
す
る
。

　

喜
三
郎
の
唄
は
、
前
述
の
『
寒
行
雪
ノ
姿
見
』
同
様
、
間
の
正
確
さ
や
鼻
濁
音
の
扱

い
に
安
定
感
が
あ
り
、
ま
た
、
迫
力
の
あ
る
三
味
線
に
懸
命
に
つ
い
て
ゆ
こ
う
と
す
る

気
概
も
感
じ
ら
れ
る
。

四　

演
奏
の
評
価

　

パ
テ
ー
盤
の
録
音
時
期
と
さ
れ
る
明
治
四
十
四
年
十
月
よ
り
少
し
前
の
五
月
二
十
日
、

東
京
音
楽
学
校
に
お
い
て
演
奏
会
（「
奨
学
金
募
集
邦
楽
演
奏
会
」）
が
開
か
れ
、
そ
こ

で
『
筑
摩
川
』
が
出
曲
さ
れ
た
。
番
組
に
よ
る
と
、
唄
を
杵
屋
喜
三
郎
、
三
味
線
を
杵

屋
六
左
衛
門
と
岡
安
喜
三
郎
が
勤
め
て
い
る
。
杵
屋
喜
三
郎
の
と
こ
ろ
に
は
「
六
左
衛

門
倅
」
と
書
き
添
え
て
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
翌
日
の
五
月
二
十
一
日
の
「
中
央
新
聞
」（
朝
刊
、
第
三
面
）
に
掲
載
さ
れ
た
演
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奏
評
に
よ
る
と
、

大
薩
摩
「
筑
摩
川
」
は
六
左
衛
門
の
倅
喜
三
郎
の
唄
に
六
左
衛
門
と
岡
安
喜
三
郎

の
絃
だ
未
だ
十
二
歳
の
幼
年
な
が
ら
先
頃
歌
舞
伎
の
舞
台
に
上
つ
た
丈
あ
り
て

中（
（（
（

に
度
胸
は
有
る
声
量
の
少
し
乏
し
い
点
は
あ
る
が
責
む
る
程
で
は
な
い

と
評
さ
れ
、
ま
た
、
四
日
後
の
「
読
売
新
聞
」
で
は
、
対
話
形
式
の
評
で
、

わ
れ　
（
中
略
）
大
薩
摩
筑
摩
川
は
ど
う
だ
い
。

　
　

か
れ　

六
左
衛
門
は
随
分
と
叩
く
ね
。
う
ま
い
に
は
違
ひ
な
い
が
處
に
よ
る
と
弾

く
の
ぢ
や
な
い
叩
く
の
だ
。
だ
か
ら
絃
が
切
れ
る
ん
だ
。
倅
の
喜
三
郎
は
く

せ
が
無
い
か
ら
上
達
す
る
だ
ら
う
。
勉
強
す
れ
ば
。

わ
れ　

慢
心
し
な
け
れ
ば
ね
え
。（
後
略
）

　
と
あ
り
、い
ず
れ
も
、喜
三
郎
の
今
後
を
期
待
し
た
評
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。い
っ

ぽ
う
、
六
左
衛
門
の
三
味
線
の
弾
き
方
に
「
叩
く
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

六
左
衛
門
の
弾
き
方
に
つ
い
て
、明
治
四
十
五（
大
正
元
）年
八
月
の『
演
芸
画
報
』の『
筑

摩
川
』
の
芸
談
聞
き
書
き（

（（
（

で
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
。

茲
に
有
り
ま
す
水
の
音
の
合
の
手
は
、
三
味
線
ひ
き
が
儲
か
る
所
で
、
こ
ん
な
所

は
六
左
衛
門
式
に
賑
か
に
弾
か
な
い
と
受
け
ま
せ
ん
。

　

言
及
し
て
い
る
部
分
は
録
音
箇
所
で
は
な
い
が
、
録
音
時
期
に
近
い
六
左
衛
門
の
演

奏
の
特
徴
に
つ
い
て
書
か
れ
た
興
味
深
い
言
説
で
あ
る
。「
飛
ビ
タ
タ
キ
」
な
ど
、
次
第

に
速
め
な
が
ら
強
く
弾
く
旋
律
の
場
合
、
自
然
と
撥
を
皮
に
た
た
き
つ
け
る
よ
う
な
力

加
減
に
な
る
が
、
聴
き
手
に
は
そ
れ
が
特
に
際
立
っ
て
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

五　

後
年
の
録
音
と
の
比
較 

― 『
寒
行
雪
ノ
姿
見
』
を
例
に

　

パ
テ
ー
録
音
『
寒
行
雪
ノ
姿
見
』
の
喜
三
郎
の
唄
は
、
抑
揚
や
複
雑
な
節
回
し
は
あ

ま
り
な
く
、子
供
ら
し
い
素
直
な
唄
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、昭
和
三
年
六
月
、喜
三
郎
（
十

四
世
六
左
衛
門
）
二
十
九
歳
の
吹
込
み
の
録
音（

（（
（

で
は
、前
述
し
た
「
は
る
」、「
あ
き
」、「
に

わ
か
」
の
高
低
は
、
パ
テ
ー
録
音
と
は
逆
の
、「
は
る
」、「
あ
き
」、「
に
わ
か
」
と
な
っ

て
い
る
（【
昭
和
３
年
①
】【
昭
和
３
年
②
】）。
ま
た
、〽
あ
れ
あ
の
声
を
」
の
部
分
で
は
、

旋
律
自
体
が
変
化
し
て
お
り
（【
昭
和
３
年
③
】）、
強
弱
や
抑
揚
を
つ
け
た
節
回
し
も
確

認
で
き
る
。

　

こ
う
い
っ
た
変
化
が
起
こ
っ
た
理
由
と
し
て
、
年
齢
を
重
ね
な
が
ら
様
々
な
曲
を
習

得
し
、
舞
台
も
数
多
く
経
験
し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
指
摘
し

た
部
分
が
、
研
精
会
譜
の
唄
の
旋
律
に
似
通
っ
て
い
る
た
め
、
昭
和
二
年
よ
り
師
事
し

た
四
世
小
三
郎
の
節
を
、
す
で
に
少
な
か
ら
ず
伝
承
し
て
い
た
と
も
推
測
で
き
る
。

　

幼
少
期
の
演
奏
録
音
は
、
同
一
人
物
に
よ
る
同
一
曲
の
異
な
る
時
期
の
演
奏
を
比
較

す
る
素
材
と
し
て
も
、
重
要
な
資
料
と
言
え
る
。
年
齢
や
師
弟
関
係
の
変
化
が
、
節
の

変
化
に
影
響
し
う
る
事
例
と
し
て
興
味
深
い
。

お
わ
り
に

　

パ
テ
ー
の
長
唄
録
音
か
ら
一
一
〇
年
が
経
過
し
た
。
本
稿
で
紹
介
し
た
二
曲
は
、
の

ち
に
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
各
個
認
定
を
受
け
る
十
三
世
杵
屋
喜
三
郎
（
十
四
世

杵
屋
六
左
衛
門
）
の
幼
少
期
の
演
奏
記
録
と
し
て
、
ま
た
、
十
三
世
杵
屋
六
左
衛
門
と

の
父
子
共
演
の
記
録
と
し
て
、
明
治
末
期
の
杵
屋
六
左
衛
門
家
の
伝
承
経
路
を
た
ど
る

た
め
の
、
現
存
す
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
加
え
て
、
一
人
の
演
奏
家
の
節
の
変
化
を

た
ど
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
資
料
で
も
あ
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
適
切

な
保
存
と
活
用
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
。
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本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
長
唄
の
作
詞
者
作
曲
者
お
よ
び
長
唄
資
料
に
関
す
る

事
柄
を
配
川
美
加
氏
に
、『
寒
行
雪
の
姿
見
』
の
研
精
会
譜
に
つ
い
て
日
吉
小
乃
氏
に
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
唄
正
本
は
日
吉
小
三
八
氏
所
蔵
本
を
閲
覧
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、五
線
譜
は
木
岡
史
明
氏
に
浄
書
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
主
要
参
考
文
献
】

『
演
芸
画
報
』
一
九
一
二
年
八
月
号
、
一
九
一
六
年
三
月
号
。

河
竹
繁
俊
校
訂
編
纂
、
河
竹
糸
女
補
修
『
黙
阿
彌
全
集
』
第
十
四
巻
、
東
京
：
春
陽
堂
、

一
九
二
五
年
。

三
宅
三
郎
『
続 

歌
舞
伎
劇
鑑
賞
』
東
京
：
三
田
文
学
出
版
部
、
一
九
四
三
年
。

杵
屋
彌
之
介
（
青
柳
茂
三
）
編
『
ま
か
し
ょ
』
唄
譜
、
三
絃
譜
付
研
究
稽
古
本
（
第
三

十
二
編
）、
東
京
：
東
京
長
唄
研
究
所
、
一
九
五
六
年
。

杵
屋
彌
之
介（
青
柳
茂
三
）編『
筑
摩
川
』唄
譜
、三
絃
譜
付
研
究
稽
古
本（
第
四
十
五
編
）、

東
京
：
東
京
長
唄
研
究
所
、
一
九
六
〇
年
。

杵
屋
栄
二
監
修
、浅
川
玉
兎
構
成
・
解
説
『
大
薩
摩
節
』
東
京
：
日
本
ビ
ク
タ
ー
株
式
会
社
、

一
九
六
八
年
。

『
傘
寿
』（
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、
一
九
八
一
年
六
月
三
日
、
於
国
立
小
劇
場
。

『
長
唄
宗
家
十
四
世
杵
屋
六
左
衛
門
三
回
忌
追
福
の
会
』（
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、
一

九
八
三
年
十
月
二
十
九
日
、
於
第
一
生
命
ホ
ー
ル
。

芸
術
研
究
振
興
財
団
、東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』

東
京
音
楽
学
校
篇
第
二
巻
、
東
京
：
音
楽
之
友
社
、
二
〇
〇
三
年
。

【
注
】

（
1
）
長
唄
正
本
の
曲
名
表
記
は
「
寒
行
雪
の
姿
見
」。

（
（
）『
寒
行
雪
の
姿
見
』
は
沢
村
屋
利
兵
衛
板
、
文
政
三
辰
年
九
月
。『
筑
摩
川
』
は

杵
屋
板
（
刊
記
な
し
）。
と
も
に
日
吉
小
三
八
氏
蔵
。

（
（
）
飯
島
満
・
永
井
美
和
子
「『
特
殊
再
生
装
置
を
要
す
る
音
盤
』
パ
テ
ー
縦
振
動
レ

コ
ー
ド
」、『
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告
』
第
六
号
所
載
。

（
（
）「
午
」
は
「
杵
」
の
誤
記
。
レ
ー
ベ
ル
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
、
七
十

五
頁
参
照
。

（
5
）
三
味
線
一
人
、
唄
一
人
の
編
成
。

（
（
）
三
宅
三
郎
『
歌
舞
伎
劇
鑑
賞 

続
』、
三
八
一
頁
。

（
（
）「
長
唄
宗
家
十
四
世
杵
屋
六
左
衛
門
三
回
忌
追
福
の
会
」
所
載
の
年
譜
に
よ
る
。

（
（
）
た
だ
し
、
通
常
の
閲
覧
手
続
き
と
は
異
な
る
た
め
、
事
前
連
絡
が
必
要
。
研
究

目
的
に
限
り
、
事
前
に
相
談
い
た
だ
き
、
当
研
究
所
で
資
料
の
状
態
確
認
等
、
利

用
可
否
を
検
討
し
、
回
答
差
し
上
げ
る
。

（
9
）
前
掲
注
（
、
七
十
八
頁
。

（
10
）「
長
唄
会
（
第
八
回
）」、
東
京
朝
日
新
聞
、
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
二
月

十
三
日
付
。

（
11
）「
長
唄
の
心
得
」（
百
七
）。
杵
屋
老
人
談
、
青
楓
生
（
小
谷
青
楓
）
記
。

（
1（
）
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
『
音
盤
目
録
』
Ⅲ
、
改
訂
版
（
一
九
八
四
年
）

一
二
二
頁
で
は
、「
ヨ
ゴ
レ
」
と
記
載
。

（
1（
）
五
代
目
吉
住
小
三
郎
、
四
代
目
稀
音
家
六
四
郎
閲
、
吉
住
小
十
編
『
ま
か
し
ょ
』

節
付
音
譜
並
三
味
線
譜
入
、
新
長
唄
稽
古
本
第
七
十
六
編
、
東
京
：
邦
楽
社
、
一

九
八
〇
年
。

（
1（
）
岡
安
南
甫
『
吉
原
雀
』
の
〽
今
宵
ご
ん
す
と
そ
の
う
わ
さ
」、
〽
あ
な
た
へ
言
ひ

抜
け
」
な
ど
。

（
15
）
前
掲
注
11
「
長
唄
の
心
得
」
で
は
、
こ
の
部
分
は
「
ソ
ヽ
リ
節
」
と
し
て
い
る
。

（
1（
）
伝
統
芸
術
の
会
編
『
伝
統
と
現
代
』
第
十
一
巻
「
現
代
の
芸
談
」、
東
京
：
学
藝

書
林
、
一
九
七
〇
年
、
二
〇
六
頁
。

（
1（
）
杵
屋
栄
蔵
、
町
田
嘉
章
『
杵
屋
正
次
郎
之
代
々 

附
古
近
江
名
絃
由
来
』
東
京
：



− （ −

1（（

芳
村
家
元
、
一
九
五
九
年
、
三
十
二
～
三
十
三
頁
。

（
1（
）
少
し
低
め
に
し
た
音
。

（
19
）
隣
り
合
っ
た
糸
と
和
音
で
弾
く
奏
法
は
、六
左
衛
門
が
三
味
線
を
勤
め
た
パ
テ
ー

盤
『
吉
原
雀
』
〽
人
皇
四
十
四
代
」
の
部
分
で
も
見
ら
れ
る
。

（
（0
）
一
の
糸
の
〔
♯
１
〕
の
勘
所
を
、
通
常
通
り
糸
の
上
か
ら
押
さ
え
る
の
で
は
な

く
、
二
の
糸
と
一
の
糸
の
間
に
人
差
し
指
を
置
き
、
一
の
糸
に
触
れ
る
よ
う
に
し
、

撥
は
強
く
弾
く
こ
と
で
、
濁
っ
た
強
い
音
を
出
す
奏
法
。

（
（1
）『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
演
奏
会
篇
第
一
巻
、
三
一
五
頁
。

（
（（
）
原
本
で
は
、「
中
」
の
ル
ビ
に
「
な
か
〳
〵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）「
長
唄
の
心
得
」（
十
六
）。
杵
屋
老
人
談
、
青
楓
生
（
小
谷
青
楓
）
記
。

（
（（
）
ニ
ッ
ト
ー
レ
コ
ー
ド
『
ま
か
し
よ
』（
二
七
二
五
―
Ａ
、
Ｂ
）。
東
京
文
化
財
研

究
所
所
蔵
（
資
料
番
号
一
三
―
九
九
、
一
三
―
一
〇
〇
）。
レ
ー
ベ
ル
に
「
昭
和
三

年
六
月
廿
八
日
吹
込
」
と
記
載
。

星
野
厚
子
（
東
京
文
化
財
研
究
所　

無
形
文
化
遺
産
部
）
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Report on SP Records Made by Pathé in the Collection of the Tokyo
National Research Institute for Cultural Properties: With Focus on the

Nagauta “Kangyo Yuki-no Sugatami” and “Chikumagawa”

Hoshino  Atsuko

　　The present author has introduced three of the seven nagauta records made by Pathé in the 

collection of the Tokyo National Research Institute for Cultural Properties: “Yoshiwara Suzume,” 

“Shin Urashima” and “Tsunayakata.” She introduced in these papers the performing community that 

were the main persons involved in the recording by Pathé including Kineya Rokuzaemon XIII, 

Kineya Kangoro V, Yoshimura Ijuro VI and Okayasu Nampo as well as the melody of shamisen and 

the verse in light of the historical backdrop of 1911 which is assumed to have been the year of 

recording. 

　　The two nagauta introduced in the present article, “Kangyo Yuki-no Sugatami” and 

“Chikumagawa” (No. 1（-（（0A, B) are recordings that Kineya Kisaburo XIII made at the age of about 

1（. His father, the head master of one of the schools of nagauta, Kineya Rokuzaeon, played the 

shamisen. Kineya Kisaburo inherited his father and became the head master, taking on the name of 

Kineya Rokuzaemon XIV. He then became a living national treasure. This recording is an important 

recording material existing today that allows one to trace the transmission of Kineya Rokuzaemon 

family.

　　The singing of “Kangyo Yuki-no Sugatami” by Kisaburo shares common characteristics with the 

singing by his master Okayasu Nampo, but is different from that of 19（（ when Kisaburo was （9 

years old. Since there are common characteristics with the singing of Yoshizumi Kosaburo IV, 

under whom Kisaburo studied from the previous year, it is thought that in later years he was 

probably influenced by Kosaburo. In Japanese music, it is rare for a performance by a child to be 

recorded, but the existence of a recording of Kisaburo in his childhood made it possible to trace the 

change in the melody of a singing by the same person.

　　“Chikumagawa” is a repertorie characterized by a masculine melody called “o-zatsuma.” 

Rokuzaemon, who played the shamisen, was noted for his performance of o-zatsuma. In the present 

study it was revealed that Rokuzaemon and Kisaburo performed “Chikumagawa” in May 1911, five 

months before the recording by Pathé. Review of that performance notes that Rokuzaemon’s 

shamisen was powerful. Twelve-year-old Kisaburo’s performance received generally high 

assessment and his future performance was looked forward to.

　　One hundred ten years will have passed this year since the recording of these records. It is 

hoped that they will be preserved and utilized appropriately in the years to come.
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